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道又秀悦議員

総合発展計画

計
画
の
目
標
は
何
か

み
ん
な
で
創
る
ひ
と
と
産
業
が
元
気
な
ま
ち

道路行政

山
田
Ｉ
Ｃ
付
近
の
渋
滞
解
消

早
期
改
善
を
強
く
要
望

議員１１人が一般質問

質
問

十
八
年
度
を
ス
タ
ー

ト
と
す
る
「
第
八
次
町
総
合
発

展
計
画
」
の
策
定
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
計
画
策
定
の
狙
い
は
、

そ
れ
を
い
か
に
執
行
し
実
現
さ

せ
る
か
で
あ
る
。

各
種
産
業
の
発
展
を
願
っ
て

い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
、
行
財
政
運
営
の
見
通
し
に

つ
い
て
問
う
。

沼
崎
町
長

ま
ち
づ
く
り
の

考
え
方
は
、
町
民
と
行
政
の
協

働
で
、
元
気
あ
る
暮
ら
し
や
す

い
山
田
町
を
創
る
こ
と
で
あ
る
。

「
自
主
･
自
立
･
協
働
」の
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
「
み

ん
な
で
創
る
ひ
と
と
産
業
が
元

気
な
ま
ち
　
山
田
」
を
基
本
目

標
に
、
町
政
を
推
進
す
る
。

従
来
の
基
本
構
想
の
分
野
に

加
え
、
新
た
に
「
地
域
づ
く
り
」

の
項
目
を
設
け
た
。
構
想
と
計

画
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
、
地
方
分
権
型
社
会
に

ふ
さ
わ
し
い
町
民
と
行
政
の
協

働
の
仕
組
み
を
強
化
す
る
。

行
財
政
の
運
営
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
行
政
事
務
の
合
理

化
、
効
率
化
を
進
め
、
町
民
に

分
か
り
や
す
い
行
政
運
営
を
め

ざ
し
、「
身
の
丈
に
あ
っ
た
」

財
政
運
営
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の

と
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
に
活
用
し
、
第
八
次
の
前
期

基
本
計
画
を
確
実
に
実
行
し
て

い
き
た
い
。

質
問

平
成
十
四
年
八
月
に

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
「
山
田
道

路
」
が
開
通
し
た
が
、
山
田
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
は
、
交

通
渋
滞
と
な
り
利
用
者
か
ら
の

不
満
が
あ
る
。

平
成
十
四
年
第
四
回
定
例
会

で
善
処
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

三
陸
国
道
事
務
所
で
は
、「
状

況
は
よ
く
把
握
し
て
い
る
。
改

善
の
方
向
で
検
討
し
て
お
り
、

も
う
少
し
時
間
が
欲
し
い
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
取
り
組

み
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

「
山
田
道
路
」

開
通
後
の
山
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
の
交
通
渋
滞
に
つ
い

て
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
関
係

機
関
に
改
善
を
お
願
い
し
て
い

る
が
、
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ

改
善
が
見
ら
れ
な
い
。

当
交
差
点
は
、
今
後
、
県
立

山
田
病
院
の
完
成
や
都
市
計
画

道
路
の
更
な
る
整
備
に
よ
り
、

交
通
環
境
が
大
き
く
変
動
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
交
通
信

号
施
設
の
所
管
で
あ
る
岩
手
県

公
安
委
員
会
に
、
早
期
に
改
善

す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

交差点改良で交通渋滞の解消が望まれます
（山田インターチェンジ付近の交差点）

各種産業の発展で元気になる施策
が求められます（10月９日に行わ
れたＪＡ山田大産直市の様子）


